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河川整備の内容

整備区間 L＝約1.3ｋm

 下流拡幅部にあたり、引堤護岸整備および河道内の掘削を行う区間である。

位置図 横断図

河床掘削

計画堤防高

計画高水位（H.W.L.）

平水位　H.P.+0.30

計画河床高　▽H.P.-3.50

1:3.
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▽生育場（移植場）
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 竹矢矢田地区の護岸部分が見える主な視点場は、対岸及び矢田の渡しとなる。対岸からは距離がある
ため、個々の護岸ブロックは認識されず、護岸が帯状に見える。

 竹矢矢田地区の中～上流部は護岸等が整備されているが、下流部は自然河岸が残り、水際にはヨシ
群落が広がる。

矢田の渡し

④対岸からの風景

③

②

①下流部の自然河岸（ヨシ群落）

④

①

②中流部のブロック護岸（矢田の渡しより望む）

③対岸からの風景

←天神川

視点場から見え方
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景観整備目標

3



▽ 平 水 位 　 0 . 3 0

▽ － 3 . 5

1 : 2
. 0

1 : 2
. 0

▽ 平 水 位 　 0 . 3 0

▽ － 3 . 5

1 : 3 . 0

1
: 0

. 5

環境保全措置の計画

当該工区は引堤護岸及び河床掘削により現況河岸がすべて改変され、現況生育面積に対して整備後
に確保できる生育場面積が少ない。

現況護岸が急勾配護岸であることから、当初計画の緩勾配（２割）の土堤整備から急勾配護岸（５分）
に堤防形状を変更し、流下断面を確保しつつ可能な限り生育場の整備を図る。

当初計画：２割護岸 変更計画：５分護岸

生育場
（約4m）

・生育場幅を広く確保。
・現況護岸形状と同じであり景観上
も大きな変化が生じない。

生育場
（約1m）生育場幅が狭い

現況護岸 現況護岸

ケース１ ケース２
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ブロック護岸（引堤＋河床掘削）

環境保全措置の計画

荷揚・船揚場や矢田の渡しを整備する区間と、護岸前面に植生の生育場を整備する区間とに分ける。

植生の生育場を整備する区間については、ヨシを移植する区間とコアマモを移植する区間に分ける。

護岸前面にコアマモ、ヨシ等を生育基盤ごと移植し、現況の自然環境を復元する。

ヒトハリザトウムシやカワザンショウガイ類などの生息環境が確保できる護岸構造を選定する。

ブロック護岸
（1：0.5）

生育場整備

コアマモ

▽平水位 0.3

▽-3.5

ヨシ
ヨシ オオクグ

護岸工事のための床堀

市道
(管理用道路兼用)

段階的に掘削を行う

河床掘削前に生育基盤ごと移植 護岸工事前に生育基盤ごと移植 護岸工事とあわせて
生育場の整備・移植

ヒトハリザトウムシやカワザン
ショウガイ類などの生息環境
となる多孔質な表面構造を持
ち、奥行き（湿地環境）のある
護岸構造を確保する。
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ヨシ生育場 コアマモ生育場支川処理 ヨシ生育場
荷揚・
船揚場

矢田の
渡し

コアマモ
生育場

（当面施工は平水位掘削）

ヨシ
生育場

（当面施工は
平水位掘削）

ヨシ 群 落

オオ ク グ（ 群落 ）

オオ ク グ（ パッ チ）

コア マ モ（ 群落 ）

コア マ モ（ パッ チ）

ヒト ハ リザ トウ ムシ

カワ ザ ンシ ョウ ガイ 類

【  凡 　 例  】

5



 ヒトハリザトウムシやカワザンショウガイ類などの保全措置として、多孔質な表面構造を持ち、
奥行き（湿地環境）のある護岸構造を検討する。

標準部

大橋川
平水時の水際

高水時の水際

ヨシ帯

寄石
（現地発生材の流用）

空隙部

護岸整備のイメージ

竹矢地区築堤護岸構造

凹凸があり、カワザンショウガイ類
などが生息しやすい表面構造

内部に充填した石の隙間がザ
トウムシ等の生息環境となる。

また、産卵場となりうる環境を
整備するため空隙には土砂を
確保する。

 荷揚・船揚場区間やコアマモ生育場整備区間はカワザンショウガイ類などが生息しやすいよう、凹凸が
あり表面がザラザラした素材を選定し、護岸前面には寄石を配置する。

 ヒトハリザトウムシはヨシ帯に生息するため、ヨシ生育場整備区間背後に奥行きのある「空隙のある素
材」を配置し、生息・産卵場や洪水時の避難場とする。

コアマモ帯
（水面下）

コアマモ

ヨシ

▽平水位

HP-0.3m程度

寄 石

標 準 ブ ロ ッ ク標準部

HP+0.3m程度

奥 行 き の あ る ブ ロ ッ ク
（ 内 部 に 石 等 を 充 填 ）

標 準 ブ ロ ッ ク標準部

空隙部
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護岸材料の選定方針

 ヨシ帯の再生による下流部らしい自然的な景観の創出を基本とする

緩やかで多様な水際線を形成するヨシ帯の再生を目標とし、大橋川中流部ならではの自然的な景観を
形成することを基本とする。

 ヨシ帯背後の護岸は護岸面積を抑えるため擁壁構造を基本とする

護岸自体の存在感を低減できるよう緩勾配の護岸は避け、護岸面積を低減できる擁壁構造を基本とす
る。

 護岸素材は水際環境とコストに配慮して選定する

護岸の前面にヨシ群落の生育場が創出されるため、護岸自体はさほど目立たない存在となるため、景
観や自然環境の保全と整備コストのバランスにも配慮して護岸素材を選定する。
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護岸材料の比較（標準部）

護岸材料比較（標準部）
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護岸材料の景観検討（空隙部）

護岸形式の比較案（空隙部）

 ブロックの種類については、今後、機能面も含めて関係機関との協議を踏まえて選定する。
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 護岸自体が目立つ存在ではなく、景観と自然環境の
保全と整備コストのバランスに配慮し「粗面ブロック」
を選定する。

 古くから護岸材として使われてきた自然石の明度3～6に
近づける。

 護岸が水面に直接触れるため、寄石の設置により、柔ら
かな水際ラインを形成する。

護岸材料の景観検討結果

標準部（コアマモ整備区間、荷揚・船揚場区間）

1.3～1.4m
程度▽平水時

景観に関わる
護岸の部分 HP+0.3m程度

HP-0.3m程度

H.W.L

粗面ブロック

コアマモ

空隙部（ヨシ整備区間）

現況ヨシ草丈
1.5～2m程度

1.3～1.4m
程度HP+0.3m程度

H.W.L

空隙ブロック

粗面ブロック

ヨシ
 標準部（粗面ブロック）と明度やテクスチャーに大きな

差が生じない空隙ブロックを選定する。

 ヨシ生育場整備区間へ配置することから、護岸前面のヨ
シ帯により殆ど見えなくなる。

10



完成イメージ

◆ 現況写真

◆完成イメージ写真

大橋川

大橋川

矢田の渡し付近 11


